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辰
砂
か
ら

水
銀
朱
を
つ
く
る

出
雲
地
域
に
お
け
る
赤
色
顔
料
の

調
達
と
使
用
、
そ
の
意
味

　
若
杉
山
辰
砂
採
掘
遺
跡
に
お
い
て
、
出
土
し
た
石
杵
や
石
臼
か
ら
、

辰
砂
鉱
石
を
微
細
な
粉
状
に
し
て
水
銀
朱
を
生
産
し
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
作
業
工
程
は
復
元
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
実
験
や
検
証
が
行
わ
れ
た
例
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

徳
島
県
立
博
物
館
に
は
、
過

去
に
若
杉
山
辰
砂
採
掘
遺
跡
周

辺
で
採
集
さ
れ
た
と
さ
れ
る
辰

砂
鉱
石
が
保
管
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
を
素
材
と
し
て
辰
砂
か
ら

水
銀
朱
を
つ
く
る
実
験
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
水
銀
朱
の
品

質
を
高
め
る
た
め
に
行
う
と
考

え
ら
れ
る
「
水す
い

簸ひ

」
に
つ
い
て
も

実
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
若
杉

山
辰
砂
採
掘
遺
跡
で
行
わ
れ
た

辰
砂
採
掘
や
水
銀
朱
の
精
製
に

つ
い
て
考
え
ま
す
。

　

古
代
に
使
わ
れ
た
赤
色
顔
料

に
は
ベ
ン
ガ
ラ
と
水
銀
朱
が
あ

り
、
水
銀
朱
の
方
が
高
価
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
赤
色
顔
料
を

使
っ
た
著
名
な
遺
跡
に
、
島
根

県
出
雲
市
の
西
谷
３
号
墓
が
あ

り
ま
す
。

　

弥
生
時
代
後
期
（
２
世
紀
後
半
）
に
造
ら
れ
た
全
長
約
60
ｍ
の

大
形
墳
丘
墓
で
、
10
人
近
く
が
埋
葬
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の

う
ち
、
４
つ
の
木
棺
で
水
銀
朱
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
推
定
重
量

は
そ
れ
ぞ
れ
10
㎏
、
10
㎏
、
５
㎏
、
４
㎏
で
、
総
重
量
約
29
㎏
。

弥
生
墳
丘
墓
で
は
、
全
国
で
２
番
目
に
多
い
量
で
す
。
さ
ら
に
、
お

葬
式
に
使
わ
れ
た
約
３
３
０
個
体
を
超
え
る
土
器
に
も
水
銀
朱
が
塗

ら
れ
て
い
た
と
推
測
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
大
量
の
水
銀
朱
は
ど
こ

か
ら
調
達
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

講
演
で
は
弥
生
～
古
墳
時
代
の

赤
色
顔
料
の
産
地
や
使
用
状
況

を
紹
介
し
、
そ
の
使
用
の
意
味

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

徳島県立博物館学芸員

植地岳彦さん

出雲弥生の森博物館学芸員

坂本豊治さん

平成7年より（公財）徳島
県埋蔵文化財センターで、
保存科学の手法を用いた資
料調査や保存修復業務、
普及教育業務にあたる。平
成28年より現職。考古・保
存科学の分野を担当。

平成11年より出雲市役所
で約12年間、出雲市内
の発掘調査に従事。平
成23年より出雲弥生の森
博物館学芸員。主な研究
テーマは、出雲平野の弥
生土器・石器・木器。
出雲神楽の舞方。

水簸実験の様子辰砂の微粒子

水銀朱と首飾り

西谷3号墓の木棺に敷き
詰められた水銀朱

史跡マスコットキャラクター
若杉シンシャくん

　

阿
南
市
水
井
町
に
あ
る

「
若
杉
山
辰
砂
採
掘
遺
跡
」

は
弥
生
時
代
後
期
か
ら
古
墳

時
代
初
頭
に
お
け
る
全
国
唯

一
の
辰
砂
採
掘
遺
跡
で
、
令

和
元
年
10
月
に
国
史
跡
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
本

市
は
史
跡
の
適
切
な
保
存
と

活
用
を
行
う
た
め
に
、
基
本

計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
継
続
し
て
調
査

や
研
究
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
今
回
、「
若
杉
山

で
採
掘
さ
れ
た
辰
砂
鉱
石
が

ど
の
よ
う
な
生
産
過
程
を
経

て
水
銀
朱
と
な
り
、
そ
れ
が

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
の

か
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。
本
講
演

会
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
「
若
杉
山
辰
砂
採
掘
遺
跡
」

に
対
す
る
理
解
が
一
層
深
ま

り
、
ま
た
今
後
の
調
査
研
究

に
弾
み
が
つ
く
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

水
銀
朱
は

ど
の
よ
う
に
し
て
辰
砂
鉱
物
か
ら
作
り
だ
さ
れ
た
の
か
。

製
品
と
な
っ
た
水
銀
朱
は

ど
の
よ
う
な
使
わ
れ
方
を
し
た
の
か
。

国
史
跡
若
杉
山
辰
砂
採
掘
遺
跡
の
調
査
か
ら

分
か
っ
た
生
産
過
程
と
、

水
銀
朱
の
使
用
例
が
数
多
く
見
つ
か
っ
て
い
る

出
雲
地
域
の
事
例
か
ら
、

弥
生
時
代
に
お
け
る
水
銀
朱
の
在
り
方
を

探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

朱
を
考
古
学
す
る
水
銀
朱
の

生
産
と
使
用

「
史
跡
若
杉
山
辰
砂
採
掘
遺
跡
」

普
及
啓
発
講
演
会

日
時10

月
16
日 

㈯
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所コ

ス
モ
ホ
ー
ル

　
（
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
）　

羽
ノ
浦
町
中
庄
上
ナ
カ
レ
16
番
地
3　

講
演
①

辰
砂
か
ら
水
銀
朱
を
つ
く
る

講
師　

徳
島
県
立
博
物
館
学
芸
員　

植
地
岳
彦
さ
ん

講
演
②

出
雲
地
域
に
お
け
る
赤
色
顔

料
の
調
達
と
使
用
、

そ
の
意
味
　

講
師　

出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
学
芸
員　

坂
本
豊
治
さ
ん

申
込
方
法
　

往
復
は
が
き
の
往
信
用
裏
面
に

①
住
所

②
氏
名
（
１
通
に
２
人
ま
で
可
）

③
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
左
記
ま
で
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

〒
７
７
４
-
８
５
０
１

富
岡
町
ト
ノ
町
12
番
地
3　

文
化
振
興
課
講
演
会
係 

宛

申
込
締
切
日　

９
月
30
日
㈭
（
必
着
）

定
員　
２
０
０
人　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

問
い
合
わ
せ　

文
化
振
興
課  

☎
22‒

１
７
９
８

当日、会場での
新型コロナウイルス
感染予防対策に
ご協力ください。




